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福島区では、全体的に液状化が起こりやすい地域となっています。液状化の被害が出ると亀裂
や泥などで容易に通行ができず、避難路であっても機能しにくくなります。

■南海トラフ巨大地震による津波被害 ……… 約２．1ｍ（最大）　青色ライン
　[マグニチュード9.1程度の地震が発生し、最大クラスの津波による浸水が起きた場合（防潮堤の沈下
　や防潮施設の開閉状況を考慮）（満潮時を想定）]

■淀川が氾濫した場合の被害 …………… 約５．５ｍ（最大）　赤色ライン
　[総雨量500mmの降雨（昭和28年9月洪水（台風13号）の2倍の降雨（東海豪雨級の降雨））を想定]

■豪雨などによる内水氾濫の被害 …………… 約０．５ｍ（最大）　黄色ライン
　[総雨量567mm、時間最大雨量93mmの降雨（東海豪雨級の降雨）を想定]

（3）直下型地震（上町断層での地震） （4）液状化可能性想定図

（5）津波被害・河川氾濫・内水氾濫での被害

電気・ガス・水道などのライフラインはストップすることも予想されます。

震度6弱

震度6強

震度7

●立っていることが困難になる
●未固定の重い家具の多くが移動、転倒する
●かなりの建物で壁のタイルや窓ガラスが破損

●はわないと動くことができない
●未固定の家具のほとんどが移動し、転倒する
●壁のタイルや窓ガラスが破損

●揺れに翻弄され、飛ばされることもある
●未固定の家具は飛ぶこともある
●補強済みのブロック塀も破損するものがある

液状化とは…
液状化現象とは、水を含んだ砂質
地盤が、地震の際に液体のように
噴き出す現象。建物が倒れたり、
砂まじりの水が地表に噴出したり、
地盤が亀裂・沈下したり、地下に
埋設されている空洞の構造物や
マンホールが、地表に浮き上がる
こともあります。

   震度６弱、６強、７とは
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（6）福島区の被害想定

（7）福島地域の被害想定

区　分

全壊棟数

半壊棟数

死者数（早朝）

死者数（昼夕）

負傷者数

避難者数

木造　　５８９棟
非　　　  ４０棟

木造　１，０１５棟
非　　   １４８棟

木造　２，２９５棟
非　　　２０１棟

木造　２，１９０棟
非　　　５３２棟

４６名

４７～４９名

５，１８０名

１，２９２～１，４６４名

６名

６名

１，６３６名

６３4～６８５名

上　町 南海トラフ

区　分

全壊棟数

半壊棟数

死者数（早朝）

死者数（昼夕）

負傷者数

避難者数

木造　37棟
非　　  ４棟

木造　66棟
非　　15棟

木造　198棟
非　　  32棟

木造　177棟
非　　  77棟

4名

７～９名

527名

118～252名

0名

1名

118名

44～93名

上　町 南海トラフ

私たち福島地域では住民ひとりひとりが「自分の命は自分で守る《自助》」という心構え
を持ち、「みんなで助け合いながら《共助》」一体となって、地震など大災害に立ち向か
うため「地域防災力向上」に取り組みます。

（１）計画の対象地域
この計画の対象地域は、福島連合(福島1丁目～5丁目・6丁目の一部)とする。

（2）活動目標
地域の住民、自主防災組織の各役員が防災活動の在り方を考え、お互い協力して、継続的な
活動を実践し防災力の向上に努めます。

（社）日本火災学会：「兵庫県南部地震における火災に関する調査報告書」より

34.9％
自力で

家族に

友人、
隣人に

通行人に 救助隊に
その他

31.9％

28.1％

2.6％
1.7％

0.9％

98％が
自助・共助で
助かる

自
助

公助

共
助

3． 基本方針

阪神・淡路大震災では、生き埋めになり救助された人の98％が自助と共助で助けられました。
一方、公的機関によって生存したまま救出された人はわずか1.7％という記録が残っています。


